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N- and O-glycome analysis of serum and urine from bladder cancer patients using a 











O 結合型糖鎖の解析を行うため、筋層浸潤性膀胱癌患者 8 人と、年齢をマッチさせたコントロール 11




膀胱癌群では、3 種類の血清 N 結合型糖鎖の発現が明らかに増加していた。(AUC>0.7)増加して
いた糖鎖はいずれも、コアフコースを有する 3本鎖以上の高分岐構造とシアル酸の付加の増加を特徴
としていた｡血清 O結合型糖鎖では､3種類の糖鎖が膀胱癌群では有意に増加していた。 
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としていた。血清 0 結合型でも 3 種類が有意に増加し、早期にシアリル化された構造を特
徴としていた。尿中では N 結合型は豊富で、その発現量も膀胱癌で有意に高いが、0 結合
型は発現量に差は見られなかった。この結果から、血清中の糖鎖構造の変化は他の悪性疾
患での報告と矛盾せず、また初めて行った尿中の糖鎖解析結果から、血清中で見られる変
化と一致しないという重要な情報を得る事ができた。以上の研究成果から今後臨床的に応
用できるかも知れない糖鎖マーカーの確立に貢献するものとして、学位論文として適切と
評価された。 
 
